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関
東
森
林
管
理
局
が
管
理
経
営
す
る
国

有
林
で
は
、
伐
採
適
期
を
迎
え
た
高
齢
級

の
人
工
林
が
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
関
東
森
林
管
理
局
で
は
、

公
益
重
視
の
管
理
経
営
を
一
層
推
進
す
る

中
で
、
充
実
し
た
森
林
資
源
を
有
効
活
用

し
な
が
ら
低
コ
ス
ト
林
業
の
普
及
・
拡
大

を
目
指
す
な
ど
、
林
業
の
成
長
産
業
化
へ

の
貢
献
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
野
生
動
物
と
の
共
存
に
向
け
た

取
組
や
緑
の
国
土
強
靱
化
に
向
け
た
取
組
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
へ
の

貢
献
な
ど
、
国
民
か
ら
の
多
様
な
の
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
捉
え
つ
つ
、
開
か
れ
た
「
国

民
の
森
林
」
と
し
て
の
管
理
経
営
を
目
指

す
こ
と
と
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度
の
具

体
的
な
取
組
と
し
て
、
以
下
に
示
す
事
項

を
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

１

林
業
の
成
長
産
業
化
へ
の
貢
献

①
計
画
的
な
森
林
整
備
の
推
進

国
土
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
、
地
球
温

暖
化
防
止
、
生
物
多
様
性
の
保
全
、
林
産

物
の
供
給
な
ど
、
森
林
が
有
す
る
多
面
的

機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
森
林
整

備
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

森
林
整
備
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
間

伐
を
適
切
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
伐
採

適
期
を
迎
え
た
高
齢
級
の
人
工
林
の
増
加

を
踏
ま
え
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
作
用
の

保
全
・
強
化
を
図
る
た
め
の
主
伐
・
再
造

林
（
森
林
の
若
返
り
）
を
計
画
的
に
進
め

ま
す
。

ま
た
、
再
造
林
に
当
た
っ
て
は
、
花
粉

の
少
な
い
苗
木
の
植
栽
や
ス
ギ
以
外
の
樹

種
へ
の
転
換
に
取
り
組
み
つ
つ
、
苗
木
の

需
要
見
通
し
を
種
苗
生
産
者
等
に
情
報
提

供
し
て
い
く
こ
と
で
、
花
粉
症
対
策
苗
木

等
の
生
産
拡
大
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
が
混
在
す

る
森
林
、
林
齢
や
樹
種
が
異
な
る
林
分
が

モ
ザ
イ
ク
状
に
配
置
さ
れ
た
森
林
な
ど
、

多
様
な
森
林
へ
の
誘
導
に
も
取
り
組
み
ま

す
。

②
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
の
普
及
・
定
着

森
林
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
林
業
の
低

コ
ス
ト
化
に
向
け
た
技
術
を
積
極
的
に
導

入
す
る
と
と
も
に
、
現
地
検
討
会
の
開
催

等
に
よ
り
そ
の
成
果
を
発
信
し
、
民
有
林

へ
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
従
来
の
裸
苗
と
比
べ
て
、

植
栽
作
業
の
効
率
化
が
図
ら
れ
る
コ
ン
テ

ナ
苗
へ
の
転
換
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

コ
ン
テ
ナ
苗
と
高
性
能
林
業
機
械
を
活
用

し
、
伐
採
・
地
拵
え
・
植
栽
ま
で
の
作
業

を
連
動
し
て
行
う
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
を

積
極
的
に
導
入
し
ま
す
。

ま
た
、
現
地
の
実
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

植
栽
本
数
や
下
刈
り
回
数
を
見
直
し
ま
す
。

特
に
、
植
栽
は
現
状
の
平
均
ヘ
ク
タ
ー
ル

当
た
り
２
千
７
百
本
に
対
し
て
２
千
本
を

基
本
に
、
下
刈
り
は
植
栽
後
５
～
６
年
間

は
毎
年
実
施
し
て
い
た
も
の
を
、
苗
木
の

成
長
の
良
い
箇
所
で
は
２
年
に
１
回
に
す

る
な
ど
の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
間
伐
は
、
高
効
率
で
生
産
性

が
高
く
、
伐
倒
時
に
か
か
り
木
の
発
生
が

少
な
く
労
働
安
全
の
確
保
が
図
ら
れ
る

「
列
状
間
伐
」
を
原
則
と
し
ま
す
。

こ
う
し
た
低
コ
ス
ト
で
高
効
率
な
作
業

シ
ス
テ
ム
の
普
及
・
定
着
を
図
る
た
め
、

民
有
林
関
係
者
を
含
め
た
現
地
検
討
会
を

開
催
し
ま
す
。
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～
平
成
28
年
度
関
東
森
林
管
理
局
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事
項
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総
務
企
画
部

企
画
調
整
課

コンテナ苗と架線系一貫作業システムの導入

列状間伐



③
民
有
林
と
の
連
携
強
化

地
域
に
お
け
る
施
業
の
集
約
化
や
森
林

の
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
の
た
め
、
国

有
林
と
隣
接
す
る
民
有
林
に
つ
い
て
一
体

的
に
路
網
整
備
や
間
伐
等
を
推
進
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
民
有
林
と
連
携
す
る
こ

と
で
事
業
の
効
率
化
や
低
コ
ス
ト
化
等
が

期
待
さ
れ
る
区
域
を
「
森
林
共
同
施
業
団

地
」
に
設
定
し
、
一
体
的
な
路
網
の
整
備

や
相
互
利
用
、
計
画
的
な
間
伐
等
の
実
施
、

民
有
林
材
と
連
携
し
た
木
材
の
出
荷
等
を

行
い
ま
す
。

国
有
林
に
隣
接
・
介
在
す
る
民
有
林
で

の
森
林
整
備
の
遅
れ
が
国
有
林
の
公
益
的

機
能
の
発
揮
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
、
民
有
林
の
所
有
者
と
「
公
益

的
機
能
維
持
増
進
協
定
」
を
締
結
し
、
国

有
林
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
民
有
林
の
整
備

を
一
体
的
に
行
い
ま
す
。

④
林
産
物
の
安
定
供
給

地
域
の
需
給
動
向
等
を
的
確
に
把
握
し

な
が
ら
、
林
産
物
を
安
定
的
・
計
画
的
に

供
給
し
ま
す
。
ま
た
、
国
産
材
の
安
定
供

給
体
制
の
構
築
の
た
め
、
民
有
林
と
連
携

し
た
協
定
取
引
等
を
推
進
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
国
産
材
の
付
加
価
値
向

上
や
需
要
拡
大
、
加
工
・
流
通
の
合
理
化

等
に
取
り
組
む
製
材
工
場
や
合
板
工
場
と

協
定
を
締
結
し
国
有
林
材
を
安
定
的
に
供

給
す
る
「
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
販
売
」
を

拡
大
し
ま
す
。

丸
太
の
販
売
に
占
め
る
割
合

６
割
（
Ｈ
27
）
→

７
割
（
Ｈ
28
）

大
量
の
木
質
資
源
を
必
要
と
す
る
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
等
に
対
し
、
安
定
供

給
シ
ス
テ
ム
販
売
に
よ
り
未
利
用
間
伐
材

等
の
安
定
供
給
を
図
り
ま
す
。

林
産
物
の
販
売
を
連
携
し
て
行
う
民
有

林
所
有
者
の
方
を
広
く
募
集
し
、
民
有
林

と
連
携
し
た
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
販
売
を

拡
大
し
ま
す
。

⑤
人
材
育
成
・
民
有
林
行
政
へ
の
支
援

地
域
の
森
林
づ
く
り
を
牽
引
す
る
人
材

の
育
成
や
、
市
町
村
行
政
へ
の
技
術
的
支

援
、
民
有
林
と
国
有
林
の
森
林
総
合
監
理

士
等
が
連
携
し
て
活
動
で
き
る
体
制
の
構

築
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

具
体
的
に
は
国
有
林
や
都
県
等
の
職
員

を
対
象
に
、
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
や
技

術
力
を
活
用
し
た
研
修
等
を
実
施
し
、
将

来
の
森
林
総
合
監
理
士
を
育
成
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
「
民
国
連

携
推
進
地
区
」
を
設
定
し
、
国
有
林
の
職

員
が
都
県
の
森
林
総
合
監
理
士
等
と
連
携

し
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
作
成
・
実

行
監
理
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
そ
の
中

か
ら
「
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
区
」
を
設
定

し
、
取
組
の
過
程
や
方
法
等
を
検
証
す
る

こ
と
で
、
他
地
域
へ
の
普
及
・
啓
発
を
図

り
ま
す
。

２
野
生
生
物
と
の
共
存
に
向
け
た
取
組

①

野
生
鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進

シ
カ
等
の
野
生
鳥
獣
の
生
息
域
が
拡
大

し
、
食
害
等
に
よ
る
被
害
が
深
刻
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
に

つ
い
て
、
個
体
数
管
理
を
含
む
総
合
的
な

対
策
を
実
施
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

職
員
が
簡
易
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
携
行
し
、
随
時
、
被
害
状
況

の
把
握
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
シ

カ
の
侵
入
が
危
惧
さ
れ
る
地
域
（
新
潟
県

内
）
に
お
い
て
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
の
設

置
な
ど
に
よ
る
行
動
追
跡
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

ま
た
、
シ
カ
の
食
害
を
防
ぐ
た
め
、
防

護
柵
の
設
置
を
行
い
ま
す
。
こ
の
際
、
再

造
林
（
植
栽
）
区
域
が
今
後
拡
大
す
る
こ

と
踏
ま
え
、
防
護
柵
の
低
コ
ス
ト
化
を
図

り
ま
す
。
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「森林共同施業団地」による

山元土場の共同利用

バイオマス発電施設と

燃料用原木

国有林を活用した実践研修

（現地検討）

低コスト防護柵（斜め張りネット）

※内側から撮影



さ
ら
に
、
く
く
り
ワ
ナ
や
ラ
イ
フ
ル
等

に
よ
る
捕
獲
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
特
に

再
造
林
（
植
栽
）
を
実
施
す
る
地
域
で
は
、

食
害
防
除
事
業
と
捕
獲
事
業
の
併
用
に
よ

る
総
合
的
な
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

被
害
の
甚
大
な
地
域
で
は
地
元
自
治
体

や
関
係
者
等
と
連
携
し
て
シ
ャ
ー
プ
シ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
等
に
よ
る
効
率
的
な
捕
獲
を
実

施
し
、
シ
カ
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
目
指

し
ま
す
。

捕
獲
を
推
進
す
る
た
め
、
地
元
猟
友
会

と
の
協
定
の
締
結
や
、
職
員
に
よ
る
捕
獲

に
向
け
た
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

②

生
物
多
様
性
の
保
全

世
界
自
然
遺
産
の
小
笠
原
諸
島
に
お
け

る
外
来
種
の
駆
除
な
ど
保
全
・
管
理
対
策

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の

連
携
に
よ
る
野
生
生
物
の
保
護
と
森
林
資

源
の
循
環
利
用
の
両
立
に
向
け
た
取
組
を

進
め
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
世
界
自
然
遺
産
で
あ
る

小
笠
原
諸
島
の
国
有
林
に
お
い
て
、
ア
カ

ギ
や
モ
ク
マ
オ
ウ
な
ど
外
来
種
の
駆
除
を

実
施
し
、
小
笠
原
諸
島
固
有
の
森
林
生
態

系
の
修
復
を
図
り
、
世
界
自
然
遺
産
と
し

て
の
価
値
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
群
馬
県
み
な
か
み
町
の
「
赤
谷

の
森
」
で
は
、
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
イ
ヌ

ワ
シ
の
生
息
環
境
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

昨
年
秋
に
皆
伐
し
た
伐
採
跡
地
の
狩
り
場

と
し
て
の
効
果
を
検
証
し
、
イ
ヌ
ワ
シ
生

息
地
に
お
け
る
今
後
の
人
工
林
資
源
の
管

理
手
法
の
検
討
に
活
用
し
ま
す
。

３
緑
の
国
土
強
靱
化
に
向
け
た
取
組

①
治
山
事
業
の
推
進
に
よ
る
災
害
に
強
い

山
づ
く
り

集
中
豪
雨
等
に
よ
っ
て
被
災
し
た
緊
急

性
の
高
い
荒
廃
山
地
の
復
旧
整
備
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
近
年
の
集
中
豪
雨
等
に

よ
る
山
地
災
害
発
生
リ
ス
ク
の
高
ま
り
か

ら
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た

め
、
事
前
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
し
ま

す
。

②
災
害
発
生
時
に
お
け
る
民
有
林
へ
の
貢

献
大
規
模
な
山
地
災
害
等
が
発
生
し
た
際

に
、
山
地
災
害
対
策
の
技
術
・
経
験
を
有

す
る
職
員
の
派
遣
や
ヘ
リ
に
よ
る
初
動
対

応
を
通
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

③
森
林
土
木
工
事
に
お
け
る
木
材
利
用
の

推
進治

山
事
業
等
の
森
林
土
木
工
事
に
使
う

コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
用
合
板
に
国
産
材
を

使
用
し
ま
す
。
ま
た
、
緑
化
基
礎
工
や
法

面
保
護
工
の
資
材
に
も
間
伐
材
を
積
極
的

に
利
用
し
ま
す
。
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誘因捕獲

（シャープシューティング）

小笠原諸島の父島

（小港海岸）

２ヘクタールのスギ人工林を

皆伐して創出した狩り場

荒廃山地の復旧整備

民有林担当者との合同調査

間伐材を利用した治山工事



４
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
へ

の
貢
献

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
海
岸
防
災

林
等
の
早
期
復
旧
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
よ
り
放
射
性
物
質
に
汚
染

さ
れ
た
国
有
林
の
除
染
等
に
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。

①
海
岸
防
災
林
の
復
旧
・
再
生

被
災
し
た
海
岸
防
災
林
の
再
生
に
向
け

て
、
樹
木
の
生
育
基
盤
の
造
成
や
植
栽
等

を
進
め
ま
す
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
企

業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
方
々
に
も
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
。

②

森
林
除
染
等
へ
の
貢
献

関
係
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
国
有
林

の
除
染
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
除
染
で

出
た
除
去
土
壌
等
の
仮
置
場
に
つ
い
て
、

市
町
村
等
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合
は
国

有
林
の
提
供
に
積
極
的
に
協
力
し
ま
す
。

（
平
成
27
年
度
末
現
在
：
仮
置
場

21
件

（
計
68
㌶
）
）

ま
た
、
避
難
指
示
準
備
解
除
区
域
等
に

お
い
て
、
森
林
施
業
を
円
滑
に
再
開
で
き

る
よ
う
、
通
常
の
森
林
施
業
（
間
伐
）
に

加
え
、
放
射
性
物
質
の
拡
散
防
止
対
策
や

作
業
者
の
被
ば
く
低
減
対
策
の
具
体
的
な

手
法
や
効
果
の
検
証
を
行
う
「
実
証
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。

（
平
成
28
年
度
：
田
村
市
・
葛
尾
村
地
区
、

南
相
馬
市
地
区
、
富
岡
町
・
大
熊
町
地
区
）

５
「
国
民
の
森
林
」
と
し
て
の
管
理
経
営

開
か
れ
た
「
国
民
の
森
林
」
と
し
て
の

管
理
経
営
や
国
民
視
点
に
立
っ
た
行
政
を

推
進
す
る
た
め
、
森
林
計
画
策
定
に
係
る

意
見
聴
取
、
国
有
林
野
事
業
の
運
営
や
技

術
開
発
等
に
関
す
る
情
報
の
発
信
、
森
林

環
境
教
育
や
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
の

推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
、
森
林
環
境
教
育

の
推
進

国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
や
人
材
等
を
活

用
し
、
国
民
の
皆
様
に
よ
る
森
林
づ
く
り

活
動
や
森
林
環
境
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

②

双
方
向
の
情
報
受
発
信

一
般
公
募
に
よ
る
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
と

の
意
見
交
換
会
の
実
施
や
、
国
有
林
野
が

所
在
す
る
地
域
の
市
町
村
長
と
の
会
議
な

ど
を
通
じ
て
、
情
報
発
信
や
意
見
聴
取
を

行
い
ま
す
。

※

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
と
は
、
国
有
林
野

に
関
心
の
あ
る
国
民
へ
幅
広
く
情
報
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見

交
換
等
を
通
じ
て
頂
い
た
意
見
・
要
望
等

を
管
理
経
営
に
活
か
す
た
め
の
制
度
。
モ

ニ
タ
ー
は
公
募
に
よ
り
選
定
し
ま
す
が
、

平
成
28
・
29
年
度
の
募
集
は
終
了
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
本
稿
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

関
東
森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

各
種
施
策
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
同
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平成２８年５月３１日 関 東 森 林 管 理 局 第１４３号（５）

ＮＰＯ等による海岸防災林の植栽

仮置場（福島県内の国有林）間伐の実証事業

小学校での森林教室

国有林モニターの現地視察
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関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
昭
和
51
年
か

ら
毎
年
春
に
、
森
林
・
林
業
や
国
有
林
野

事
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア
」

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
４
月
29

日
、
県
立
敷
島
公
園
で
行
わ
れ
た
「
敷
島

公
園
ま
つ
り
」
の
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
に
お

い
て
、
関
東
森
林
管
理
局
ブ
ー
ス
と
し
て

参
加
し
、
（
公
社
）
群
馬
県
緑
化
推
進
委

員
会
等
と
と
も
に
「
み
ど
り
」
を
守
り
・

育
て
・
活
か
す
こ
と
の
大
切
さ
を
発
信
し

ま
し
た
。

こ
の
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
敷
島
公

園
に
は
昨
年
並
の
約
２
万
１
千
人
も
の
方
々

が
来
場
し
、
関
東
森
林
管
理
局
の
ブ
ー
ス

も
順
番
待
ち
が
途
切
れ
る
こ
と
な
い
程
賑

わ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
技
術
普
及
課
と
赤
谷
森
林
ふ

れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
が
協
力
し
て
、
今

年
８
月
11
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
「
山
の
日
」

の
Ｐ
Ｒ
や
「
木
の
し
お
り
」
「
ロ
ケ
ッ
ト
・

リ
ー
フ
」
「
森
の
か
け
ら
ス
ト
ラ
ッ
プ
」

作
り
の
体
験
等
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
他
、
（
公
社
）
群
馬
県
緑
化
推
進

委
員
会
、
群
馬
県
、
前
橋
市
、
（
一
財
）

群
馬
県
森
林
・
緑
整
備
基
金
、
関
東
森
林

管
理
局
が
連
携
し
「
緑
の
募
金
推
進
中
央

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、

ハ
ナ
カ
イ
ド
ウ
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
、
ハ
コ

ネ
ウ
ツ
ギ
の
苗
木
配
布
会
を
開
催
し
、
広

く
緑
化
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
緑
の

募
金
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
「
ミ
ス
日
本
み
ど
り
の

女
神
」
が
、
苗
木
配
布
者
と
し
て
参
加
さ

れ
、
配
付
の
後
は
、
関
東
森
林
管
理
局
の

ブ
ー
ス
で
、
子
ど
も
達
と
楽
し
く
会
話
し

な
が
ら
、
し
お
り
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
の

お
手
伝
い
を
さ
れ
ま
し
た
。

平成２８年５月３１日 関 東 森 林 管 理 局 第１４３号（６）

出来た！森のかけらのストラップ

『
２
０
１
６
年
敷
島
公
園
ま
つ
り
』

～
体
験
、
わ
く
わ
く
群
馬
県
～

森
林
整
備
部

技
術
普
及
課

法被やのぼりで

８月１日「山の日」のＰＲ

森のかけらでストラップ作り

緑の募金協力者への苗木の配布会（局長）

ブースで子ども達のお手伝い

（ミス日本みどりの女神）

今年も大盛況の苗木配布会

（局長とミス日本みどりの女神）

特順番待ちする程、

大賑わいのしおり作り



大
北
川
渓
畔
林
再
生
試
験
に
つ
い
て
、

３
回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

拡
大
造
林
政
策
で
森
林
資
源
は
豊
か
に

な
り
ま
し
た
が
、
一
部
造
林
地
で
は
水
際

ま
で
人
工
林
が
造
成
さ
れ
た
た
め
、
平
成

26
年
度
か
ら
国
有
林
の
み
な
ら
ず
市
町
村

森
林
整
備
計
画
に
お
い
て
も
渓
畔
林
再
生

の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
15
年
度
か
ら

全
国
に
先
駆
け
て
渓
畔
林
再
生
試
験
に
取

り
組
み
は
じ
め
ま
し
た
。

試
験
地
の
概
要

今
回
紹
介
す
る
試
験
地
は
茨
城
森
林
管

理
署
管
内
の
大
北
川
上
流
部
の
渓
畔
域
に

あ
り
ま
す
（
図
１
）
。
大
北
川
は
過
去
に

行
わ
れ
た
環
境
庁
（
当
時
）
に
よ
る
自
然

環
境
保
全
調
査
の
「
自
然
環
境
度
の
高
い

河
川
」
部
門
で
全
国
12
位
に
な
っ
た
清
流

で
す
。試

験
地
は
阿
武
隈
山
地
の
準
平
原
地

で
、
標
高
６
３
０
ｍ
の
平
坦
な
河
床
堆
積

地
に
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
年
）
に
植
栽

し
た
ス
ギ
人
工
林
で
、
調
査
地
を
大
北
川

沿
い
の
約
１
．
２
ｋ
ｍ
に
設
定
し
、
調
査

プ
ロ
ッ
ト
１
～
５
を
上
流
か
ら
順
に
配

置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ロ
ッ
ト
１
の

対
岸
に
あ
る
広
葉
樹
二
次
林
を
対
照
林
分

調
査
プ
ロ
ッ
ト
に
設
定
し
ま
し
た
（
図
２
）
。

調
査
内
容

調
査
プ
ロ
ッ
ト
は
、
川
に
接
す
る
側
を

20
ｍ
と
し
、
そ
こ
か
ら
山
側
へ
直
角
に
14

～
18
ｍ
伸
ば
し
た
方
形
の
区
域
で
、
プ
ロ
ッ

ト
内
に
は
２
ｍ×

２
ｍ
の
区
画
「
コ
ド
ラ
ー

ト
」
を
川
側
か
ら
順
に
７
～
９
区
画
連
続

し
て
配
置
し
ま
し
た
。
（
図
３
）

調
査
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
プ
ロ
ッ
ト
内

・
植
栽
木
の
サ
イ
ズ

・
胸
高
直
径
５
㎝
以
上
の
広
葉
樹
サ
イ
ズ

●
コ
ド
ラ
ー
ト
内

・
高
木
性
広
葉
樹
の
更
新
稚
樹
の
樹
種
名

と
樹
高

・
全
植
生
の
種
名
と
高
さ
及
び
優
先
度

●
コ
ド
ラ
ー
ト
周
辺

・
コ
ド
ラ
ー
ト
横
に
シ
ー
ド
ト
ラ
ッ
プ
を

設
置
し
て
、
落
下
種
子
の
樹
種
と
数
量

・
コ
ド
ラ
ー
ト
沿
い
で
開
空
度
を
測
定

・
コ
ド
ラ
ー
ト
周
辺
の
種
子
源
調
査

取
り
組
み
の
経
過

取
り
組
み
の
経
過
は
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
平
成
16
年
度
（
２
０
０
４
年
度
）

間
伐
実
施
前
に
、
更
新
補
助
作
業
と
し
て
、

林
床
に
繁
茂
し
て
い
た
ス
ズ
タ
ケ
の
刈
払

い
を
行
い
ま
し
た
。

次
回
以
降
に
つ
い
て

次
回
は
、
進
入
し
て
き
た
広
葉
樹
の
う

ち
、
更
新
木
（
胸
高
直
径
５
㎝
以
上
）
の

10
年
間
の
推
移
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

そ
し
て
、
最
終
回
は
落
下
種
子
と
そ
こ
か

ら
発
生
し
た
更
新
稚
樹
（
胸
高
直
径
５
㎝

未
満
で
樹
高
３
㎝
以
上
）
の
10
年
間
の
推

移
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
等
を
ご
覧
に
な
り
た
い

方
は
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
研
究
成
果
」
の
「
技
術
開
発
成
果
」
「
完

了
課
題
一
覧
表
」
か
ら
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

●
研
究
成
果
Ｈ
24
「
水
辺
林
の
再
生
に
向
け
て
」

ほ
か

●
完
了
課
題
Ｈ
26
「
渓
畔
林
再
生
の
た
め
の
施
業

技
術
の
確
立
」

（７）平成２８年５月３１日 関 東 森 林 管 理 局 第１４３号

大北川を挟んで対照的な２つの林相。
写真左側は水際までスギを植栽したスギ林で川沿い
一列だけ広葉樹が残存。写真右側は70～100年生程

度の広葉樹二次林が成林。

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー

図１
図２

図３：調査プロット

左：植生調査 中：更新稚樹調査 右：シードトラップ



原
町
森
林
事
務
所
は
福
島
県
の
浜
通
り

北
部
の
南
相
馬
市
原
町
区
萱
浜
に
あ
り
、

海
岸
か
ら
約
２
．
５
㌔
㍍
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
北
方
20
数
㌔
㍍

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
が
管
轄

し
て
い
る
の
は
、
南
相
馬
市
、
相
馬
市
、

新
地
町
と
浪
江
町
の
一
部
で
、
平
成
23
年

３
月
11
日
の
大
地
震
に
よ
っ
て
様
々
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

管
内
国
有
林
の
う
ち
１
１
７
㌶
は
海
岸

付
近
に
点
在
し
て
い
ま
す
。
76
㌶
に
及
ぶ

大
洲
国
有
林
（
松
川
浦
）
か
ら
、
０
．
０

２
㌶
ほ
ど
の
上
ノ
台
国
有
林
ま
で
形
態
は

様
々
で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
津
波
の
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
た
国
有
林

は
、
海
岸
防
災
林
の
ほ
か
防
災
緑
地
や
防

潮
堤
な
ど
、
様
々
な
役
割
が
期
待
・
計
画

さ
れ
、
復
旧
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

海
岸
防
災
林
で
は
治
山
事
業
と
し
て
盛

土
し
た
う
え
で
松
く
い
虫
の
抵
抗
性
を
有

す
る
種
子
か
ら
育
苗
し
た
コ
ン
テ
ナ
苗
の

植
栽
（
写
真
①
）
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、

企
業
や
団
体
と
社
会
貢
献
の
森
の
協
定
を

締
結
し
て
市
民
の
力
を
い
た
だ
い
て
植
樹

し
て
い
る
も
の
や
、
地
元
の
小
学
校
の
全

校
児
童
が
毎
年
参
加
し
て
の
植
樹
活
動

（
写
真
②
）
な
ど
、
多
く
の
方
々
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
く
形
で
森
林
の
再
生
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
波
の
被
害
を
受
け
た
海
岸
林
の
う
ち
、

比
較
的
高
台
に
あ
る
森
林
（
写
真
③
）
で

は
、
奇
跡
的
に
残
っ
た
ク
ロ
マ
ツ
・
ア
カ

マ
ツ
を
母
樹
と
し
、
自
然
に
芽
生
え
た
稚

樹
を
刈
り
出
し
す
る
こ
と
で
森
林
の
再
生

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
広
葉
樹
や
マ
ツ
の

稚
樹
の
発
生
状
況
、
潮
風
の
影
響
等
を
見

な
が
ら
、
き
め
の
細
か
い
手
入
れ
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
に
は
全
国
植
樹
祭
が
南
相
馬

市
原
町
区
雫
地
内
の
海
岸
防
災
林
で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。
植
樹
会
場
に
は
国
有

林
も
一
部
含
ま
れ
、
す
ぐ
そ
ば
に
は
津
波

被
害
を
受
け
た
写
真
③
の
国
有
林
も
あ
り
、

復
旧
・
復
興
の
姿
を
全
国
に
発
信
で
き
る

よ
う
、
森
林
の
再
生
に
磨
き
を
か
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

海
岸
林
以
外
の
国
有
林
は
阿
武
隈
山
地

に
約
１
万
２
千
㌶
あ
り
、
そ
の
７
割
が
原

発
の
事
故
に
伴
う
避
難
指
示
区
域
と
な
る

な
ど
高
線
量
地
域
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
原
発
事
故
以
降
５

年
が
経
過
す
る
現
在
も
、
営
林
活
動
が
制

限
さ
れ
、
林
産
物
の
収
穫
を
は
じ
め
、
伐

採
跡
地
の
植
栽
や
下
刈
、
つ
る
切
な
ど
の

保
育
作
業
も
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
避
難
指
示
が
段
階
的
に
解
除
と

な
り
、
順
次
営
林
活
動
を
再
開
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
注
目
し
て

い
る
の
は
「
低
コ
ス
ト
造
林
の
ヒ
ン
ト
が

詰
ま
っ
た
宝
箱
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
５
年
以
上
手
つ
か
ず
の

伐
採
跡
地
（
写
真
④
）
に
ど
の
程
度
有
用

広
葉
樹
が
発
生
し
て
い
る
の
か
、
全
く
保

育
を
行
わ
な
か
っ
た
造
林
木
は
ど
の
よ
う

に
成
長
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
調
査
し
た

う
え
で
、
画
一
的
で
な
い
新
た
な
視
点
で

優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
順
次
施
業
を
再

開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。未

曾
有
の
地
震
や
津
波
に
よ
る
被
害
と

原
子
力
災
害
に
よ
る
影
響
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
復
旧
・
復
興
に

向
け
た
地
域
の
動
き
や
要
望
等
を
注
視
し
、

計
画
の
す
り
合
わ
せ
や
課
題
を
共
有
し
て

い
く
な
か
で
、
国
有
林
と
し
て
貢
献
し
、

「
地
域
に
国
有
林
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
」

と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
様
々
な
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

平成２８年５月３１日 関 東 森 林 管 理 局 第１４３号（８）

①治山事業で復旧している

海岸防災林（松川浦）
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②地元小学校の全校児童による

植樹活動

③自然の再生力を活かして

森林再生を目指す海岸林

④伐採後５年以上が経過した

造林予定地


